
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「経 営 ・環 境 レポート 2006」は、東 京 都 下 水 道 事 業 の平 成 17 年 度 の実 施 状 況

を分 かりやすくお知 らせし、お客 さまに一 層 理 解 していただくとともに、お客 さま

からご意 見 ・ご要 望 をいただき、事 業 に反 映 させていくことを目 的 として作 成 して

います。 

 「Ⅰ 経 営 編 」では、「経 営 計 画 2004」の平 成 17 年 度 における実 施 状 況 を掲 載

しています。 

 「Ⅱ 環 境 編 」では、平 成 17 年 度 環 境 報 告 書 として、環 境 負 荷 低 減 の取 組 を掲

載 しています。 

概要版 

東 京 都 下 水 道 事 業  経 営 ・ 環 境 レ ポ ー ト 2006 概 要 版  

編 集 ・ 発 行 ： 東 京 都 下 水 道 局 総 務 部 理 財 課   

所 在 地 ： 〒 163-8001 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 二 丁 目 ８ 番 １ 号   

電 話 ： 03（ 5320） 6527  

ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ： http ://www.gesui .metro . tokyo . jp/  

４  １  

《 水 再 生 センターを中 心 とした物 質 フロー 》 

「「「 経経経 営営営 ・・・ 環環環 境境境 レレレ ポポポ ーーー トトト 222 000 000 666 」」」 ののの 本本本 編編編 ででで ははは 、、、 こここ ののの 概概概 要要要 版版版 ににに 掲掲掲 載載載 ししし たたた 項項項 目目目 ををを 詳詳詳 ししし くくく

説説説 明明明 ししし ててて いいい るるる ほほほ かかか 、、、 経経経 営営営 改改改 善善善 ににに 向向向 けけけ たたた 取取取 組組組 ややや 事事事 業業業 指指指 標標標 ななな どどど ももも 掲掲掲 載載載 ししし ててて いいい ままま すすす 。。。    

ぜぜぜ ひひひ 、、、 ホホホ ーーー ムムム ペペペ ーーー ジジジ （（（ hhh ttt ttt ppp ::: /// /// www www www ... ggg eee sss uuu iii ... mmm eee ttt rrr ooo ... ttt ooo kkk yyy ooo ... jjj ppp /// ））） ををを ごごご 覧覧覧 くくく だだだ さささ いいい 。。。  

   東京都下水道局 

 

 下 水 道 局 で は 、「 ISO14001」環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 活 用 し 、

良 好 な 放 流 水 質 を 維 持 す る と と も に 、 事 業 活 動 に 伴 い 発 生 す る 処 理

水 や 汚 泥 の リ サ イ ク ル な ど に よ り 、環 境 負 荷 の 低 減 に 努 め て い ま す 。

完 成 し た 「 東 品 川 ポ ン プ 所 」老 朽 化 し た 管 き ょ の 再 構 築

平成１8 年 1２月発行

平 成 １ 8 年 度

規 格 表 第 ４ 類

登 録 第 1 0 9 号

完 成 し た 「 あ き る 野 幹 線 」

（沢を横断する水管橋） 

Ⅱ 環境編 平成 17 年度「環境報告書」 

水 再 生 センター  

※物 質 フローでは、水 再 生 センターの下 水 処 理 の過 程 において、

環 境 に影 響 を与 える物 質 の年 間 全 体 量 の収 支 を明 らかにしてい

ます。  

【処理水】水量・水質及び除去率

水　量

指　標 濃　度 除去率 濃　度 除去率

ＢＯＤ ２ mg/ｌ ９９％ ２ mg/ｌ ９９％

ＣＯＤ １１ mg/ｌ ８６％ ９ mg/ｌ ９２％

Ｓ　Ｓ ３ mg/ｌ ９７％ ２ mg/ｌ ９９％

全窒素 １４．５ mg/ｌ ５４％ １２．１ mg/ｌ ６１％

全りん １．２ mg/ｌ ６６％ ０．８ mg/ｌ ７９％

１，６６４百万㎥　

区部下水道事業 流域下水道事業

３２６百万㎥　

【流入下水】水量・水質 

区部下水道事業 流域下水道事業

水　量 １，６６４百万㎥ ３２６百万㎥

指　標 濃　度 濃　度

ＢＯＤ １５３ mg/ｌ １６５ mg/ｌ

ＣＯＤ ８０ mg/ｌ １１４ mg/ｌ

Ｓ　Ｓ １１８ mg/ｌ １７２ mg/ｌ

全窒素 ３１．３ mg/ｌ ３１．０ mg/ｌ

全りん ３．５ mg/ｌ ３．８ mg/ｌ

【処理水の再利用】 

区部下水道事業 流域下水道事業

局内利用 １１４．０百万㎥ ２３．０百万㎥

清流復活用水 ３０．２百万㎥ ９．１百万㎥

トイレ用水など ３．５百万㎥ ０．０２百万㎥

有効利用率 ８．９％ ９．９％

【エネルギー】 

区部下水道事業 流域下水道事業

電　力 ７２９百万kWh １５９百万kWh

Ａ重油 ４，１２０ kl ３，３００ kl

都市ガス １７．７百万㎥ ２．２百万㎥

水 再 生 セ ン タ ー の 施 設 見 学 会

環環環 境境境 負負負 荷荷荷 低低低 減減減 ののの取取取 組組組    

区部下水道事業 流域下水道事業

高分子凝集剤 １，２００ｔ ２００ｔ

塩化第二鉄 ３，３００ｔ １，０００ｔ

消石灰 ５，３００ｔ ３０ｔ

次亜塩素酸ナトリウム ２１，８００ｔ １，８００ｔ

【薬 品】 

【排出ガス】 

区部下水道事業 流域下水道事業

ばいじん ７．７ｔ １．５ｔ

ＳＯ Ｘ １７．７ｔ １１．０ｔ

ＮＯ Ｘ ５４．４ｔ ３７．４ｔ

【汚泥・焼却灰】 

区部下水道事業 流域下水道事業

資源化量 ２６，３２０ｔ ７，６００ｔ

埋立量 ２０，０００ｔ ０ｔ

資源化率 ５７％　 １００％　
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Ｈ7年
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2日

Ｈ11年
8月

29日
Ｈ12年

7月
4日

Ｈ13年
10月

10日
Ｈ14年

8月
2日

Ｈ14年
8月

4日
Ｈ15年

9月
3日

Ｈ15年
10月

13日
Ｈ16年

9月
4日

Ｈ16年
10月

9日
Ｈ16年

10月
20日

Ｈ17年
8月

15日
Ｈ17年

9月
4日実績降雨量

床上浸水戸数

床下浸水戸数

46.5

3336
51.5

47.555.5

39.5

25
33

31.533

52.5

36.5
53.5

2 1

34

15

31

平成15年4月より主要枝線完了

対策後

対策前

平成13年8月
一部地域で暫定
貯留開始

Ⅰ 経営編 「経営計画 2004」の平成 17 年度実施状況 

 下水道幹線の再構築を 1.5km、枝線管きょの再構築を

312.6ha 実施しました。 

 家庭と管きょをつなぐ取付管の取替工事などを50ha実施し

ました。 

 再構築工事の進捗に伴い、道路陥没件数が減少しています。 

 東品川ポンプ所、江東ポンプ所で雨水ポンプ 5 台を整備した

ほか、豪雨時の雨水を一時的に貯める南砂雨水調整池を完成

させました。 

 雨水貯留管などの整備により、浸水被害の発生が減少してい

ます。 

２ 

 新河岸水再生センターなど 4 か所で雨水貯留池を整備したほ

か、神田川などで水面制御装置（下図）の設置などの雨水吐

口対策を 81 か所実施しました。 

 お台場海浜公園へのオイルボール（油の固まり）の漂着量が

減少するなどの効果が現れています。 

 檜原村の下水の受入に必要な「あきる野幹線」を完成させた

ほか、八王子水再生センターなどで水処理施設（高度処理施

設）の整備を進めました。 

 多摩地域の下水道普及率は、平成 17 年度末で 96%となりま

した。（区部は平成 6 年度末に 100％普及概成） 

 経営改善努力として、建設改良コストの縮減等により、区部

下水道では約 180 億円、流域下水道では約 29 億円の経費

を縮減しました。 

 財政収支は、経営改善による経費の縮減などにより、計画に

対して、区部下水道では約 66 億円、流域下水道では約 9 億

円の改善となりました。 

３ 

老老老朽朽朽化化化施施施設設設ののの再再再構構構築築築   （（（安安安全全全性性性ののの向向向上上上）））   

 再構築前 再構築後 
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《管きょの能力不足解消のイメージ図》 《再構築の整備面積と陥没件数の推移》 

整備面積  陥没件数 

合合合流流流式式式下下下水水水道道道ののの改改改善善善  （（（快快快適適適性性性ののの向向向上上上））） 

《水面制御装置のイメージ図》 

 越流堰を越えようとする浮遊ごみなどをガイド

ウォールでとめ、制御板で渦流を起こすことで、

ごみを水再生センターへ送ります。 

《お台場へのｵｲﾙﾎﾞｰﾙ漂着量の推移》

浸浸浸水水水対対対策策策ののの推推推進進進   （（（安安安全全全性性性ののの向向向上上上）））   

《北区西ヶ原地区の降雨に対する浸水状況》 

未未未普普普及及及地地地域域域ののの解解解消消消   （（（多多多摩摩摩地地地域域域ののの都都都民民民生生生活活活ととと水水水環環環境境境ををを守守守るるる））） 

地地地域域域とととのののパパパーーートトトナナナーーーシシシッッップププののの充充充実実実  

《 イベント実績の推移（局全体） 》
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 水再生センターでは、「地域に愛され親しまれる」水再生セン

ターとなるために、地域の方々との交流を深める取組を進め

ました。 

 水再生センターごとの特徴を生かした取組や地域の方々のご

協力により、平成 17 年度の局全体のイベント来場者数は、

10 万 8 千人に達しました。 

《イベント実績の推移（局全体）》

桜と施設見学会 

野草教室  
“センター内に 

自生する野 

草の観察会“ 

財財財政政政収収収支支支   

計 画 決 算 計 画 決 算

　収　入 5,632 5,453 160 155

　支　出 5,667 5,422 156 142

収支差引過不足額 -35 31 4 13

区    分
区部下水道 流域下水道

《財政収支の状況》 （単位：億円） 
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普及率（％） BOD（㎎/ℓ）《下水道普及率と多摩川の水質（中流域）の推移》 
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 実績降雨量 

 床上浸水戸数 

 床下浸水戸数 

平成 14 年 10 月 

地区全体で暫定貯留開始 
平成 13 年 8 月 

一部地域で 

暫定貯留開始 

※再構築対象区域の数値 


